





　【目　 的】 ヒト口腔内には,さ まざまな微生物が
常在 して口腔微生物叢を形成 している。その中に
は真菌であるCandida　albicans(C.albicans)も
含まれ る。通常,C.albicansが病原性 を発揮 し
て感染症 を生ずることはない。 しか し,高齢者,
免疫不全患者,担 癌患者,重 度の糖尿病患者のよ
うな易感染性宿主では,口 腔カンジダ症 を起 こす
ことがある。口腔カンジダ症の研究では,実験動
物 を用いてヒ トの口腔カンジダ症に類似 した病変
を起 こさせる試みが行われている。現在までのと













albicansは綿棒で接種 した。 その後,経 日的に








大 きく異 な り,MCP-1の産生が認め られなかっ
た。この相違は,マ ウスの舌組織全体のサイ トカ
イン産生をみていることと生菌のC.albicans菌
を使用 したためと考 えられる。
　今回のin　vivoの感染実験において,サ イ トカ
インの選択的な産生が認められたことは,カ ンジ
ダ症の発症にこのような特定のサイ トカイン産生
が関与することを示唆 している。今後は,カ ンジ
ダ症の治癒過程における炎症性サイ トカインの産
生動態について検討する予定である。
